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●市の人口と世帯数（平成19年12月１日現在）・ 人口　38,968人（男 18,640人／女 20,328人） ・世帯数13,372世帯

つがるの四季を舞う
縄文荒吐会20周年記念チャリティー発表会で
舞踊を披露する倉光一恵さん（木造柴田）
７ページに関連
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 市職員の給与・定員　 管理の状況 管理の状況 市では、職員の給与と定員管理の適正化に
ついて、広く市民の理解を得るため、次の
とおり公表します。

　市職員の給与は、国家公務員の給与水準を基本に民間企業などと比較して、職務の内容を考慮したうえで、
議会の審議を経て市の条例で定められているものです。また、定員管理については、５年ごとに事務量を勘
案して定員適正化計画を策定し、人員の適正化を図ります。

⑺　特別職の報酬等の状況（平成19年4月1日現在）

区　分 給料・報酬月額 期末手当
（18年度支給割合）

市　長 820,000円 3.35 月分
副市長 650,000円 3.35 月分
収入役 620,000円 3.35 月分
議　長 380,000円 3.35 月分
副議長 350,000円 3.35 月分
議　員 320,000円 3.35 月分

（退職手当）
区　分 （算定方式） (支給時期)
市　長 給料月額×在職月数×52/100 任期毎
副市長 給料月額×在職月数×26.5/100 任期毎
収入役 給料月額×在職月数×24/100 任期毎

⑻　部門別職員数の状況と主な増減理由
（各年４月１日現在）

区分
行政部門

職員数 対前年
増減数 主な増減理由

18年 19年

一　
　
　
　
　
　
　

般

議　　会 5 5 ―
総　　務 141 148 7
税　　務 28 28 ― 財産管理業務増
民　　生 131 114 △17 保育所の廃止
衛　　生 34 33 △ 1 支所業務縮小
労　　働 2 2 ―
農林水産 53 46 △ 7

支所経済建設課廃止等商　　工 8 5 △ 3
土　　木 30 28 △ 2
小　　計 432 409 △23

特　

別

教　　育 81 77 △ 4 給食・学校技能職員減等
消　　防 126 122 △ 4 柏分署機能を本署へ移管等
小　　計 207 199 △ 8

公
営
企
業
等

病　　院 77 76 △ 1 退職不補充
下 水 道 10 9 △ 1 業務縮小等
そ の 他 28 33 5 介護包括支援事業による増
小　　計 115 118 3

合　　計 754 
[788]

726
[788]

△28
[―]

※１　職員数は一般職に属する職員数です。
　２　[     ]内は、条例定数の合計です。

⑼　定員適正化計画の数値目標及び進捗状況
　①　定員適正化目標　　　　　　　　　　　　　　（人）

計　画　期　間 数値目標
（平成22年4月1日）始　期 終　期

平成17年4月1日 平成22年4月1日

一般行政 381

特別
行政

教育 80
消防 122
計 202

公営企業等 110
合計 693

窓口で対応する職員

　②　定員適正化計画の年次別進捗状況（実績）の概要
（各年４月１日現在）

区　分
部　門

17　年
計画始動

18　年
１年目

19　年
2年目

（参考）
数値目標

一般行政
職員数 444 432 409 381
増　減 　 △12 △23 △63

教　　育
職員数 86 81 77 80
増　減 △5 △4 △6

消　　防
職員数 126 126 122 122
増　減 　 0 △4 △4

公営企業
等 会 計

職員数 112 115 118 110
増　減  3 3 △2

計
職員数 768 754 726 693
増　減 △14 △28 △75

※　計画期間は、17～22年の5年間です。
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 市職員の給与・定員　 管理の状況 市職員の給与・定員　
⑴　人件費の状況（普通会計決算）

区　分 住民基本台帳人口
（18年度末）

歳　出　額
Ａ

実 質 収 支
　

人　件　費
Ｂ

人 件 費 率
Ｂ／Ａ

(参考)17年度
の人件費率

18年度 39,298人 20,163,684千円 342,585千円 5,603,842千円 27.8% 27.1%
※人件費には、職員の他に特別職（議員、市長、副市長、収入役、教育長等）に支給される給料・報酬を含みます。

⑵　職員給与費の状況（普通会計決算）

区分 職員
数Ａ

給          与          費 1人当り
の給与費
B/A給料 職員手当 期　末・

勤勉手当
計
Ｂ

18
年度 638人 2,618,930

千円
351,772
千円

949,956
千円

3,920,658
千円

6‚145
千円

※職員手当には退職手当を含みません。

⑶　職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与
　　月額の状況（平成19年4月1日現在）
　①一般行政職
区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
つがる市 47.4 歳 360,600円 392,050円
国 40.7 歳 325,724円 －　円

　②技能労務職
区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
つがる市 50.1 歳 299,900円 316,403円
国 48.8 歳 287,094円 －　円

　③消防職
区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
つがる市 42.2 歳 316,500円 365,389円

⑷　職員の初任給の状況（平成19年4月1日現在）
区　　　分 つがる市 国

一般行政職
大卒 170,200円 170,200円
高卒 138,400円 138,400円

技能労務職
高卒 135,600円 ―
中卒 127,700円 ―

消　防　職
大卒 162,800円 ―
高卒 142,100円 ―

⑸　一般行政職の級別職員数の状況(平成19年4月1日現在)
１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級

標 準 的 な
職 務 内 容

主　

事

主　

査

係　

長

主　

幹

課
長
補
佐

総
括
主
幹

課　

長

副
参
事

次　

長

参　

事

部　

長

理　

事

職員数(人) 10 24 78 111 108 22 8
構成比(%) 2.8 6.7 21.6 30.7 29.9 6.1 2.2
※１ 　つがる市給与条例に基づく給料表の級区分による職員数で
す。（税務職・保育士は含みません）

　２ 　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な
職務です。

⑹　職員の手当の状況
　① 期末手当・勤勉手当(平成18年度6月期の期末手当を

20％、勤勉手当を17％減額)

（18年度支給割合）　
　　　　期末手当　　　　　　　　　　勤勉手当
         3.0月分　　　　　　　　　　1.45月分
　　 （1.6）月分　　　　　　 　 （0.75）月分
（加算措置の状況）
　　職制上の段階、職務の級等による加算措置
　•役職加算（5～15％）
※(　)内は、再任用職員に係る支給割合です。

　②退職手当（平成19年4月1日現在）

（支給率） 自己都合 勧奨・定年
勤続20年 23.50月分 30.55月分
勤続25年 33.50月分 41.34月分
勤続35年 47.50月分 59.28月分
最高限度額 59.28月分 59.28月分
１人当たり平均支給額 4,578千円 23,117千円
その他の加算措置　　　　定年前早期退職特例措置
　　　　　　　　　　　　（2～20％加算）
（退職時特別昇給　　なし）　

※ 退職手当の１人当たり平均支給額は、前年度に退職した職員に
支給された平均額です。

　③その他の手当（平成19年4月1日現在）
手 当 名 内容及び支給単価

扶 養 手 当

•配偶者 13,000円
•配偶者以外2人目まで　6,000円
　　配偶者有（扶養手当無）の1人目 6,500円
　　配偶者無の1人目 11,000円
•3人目以降 6,000円
※満16歳から満22歳までの子1人につき5,000円加算

住 居 手 当 •自宅 3,000円
•借家、借間 　限度額 27,000円

通 勤 手 当
•バス等交通機関利用者 限度額 55,000円
•片道2km以上で自動車等交通用具利用者2,000円
　～35,000円

管理職手当 •管理又は監督の地位にある職員 　給料×2～15％
管 理 職 員
特別勤務手当

•管理又は監督の地位にある職員が週休日、休日等に
　勤務したとき 4,000円～6,000円

休日勤務手当 •休日等に勤務する職員単価×135/100(1時間当たり)

夜間勤務手当 • 正規の勤務時間として午後10時から翌日午前5時まで
勤務する職員 単価×25/100(1時間当たり)

宿日直手当 •宿日直業務をした職員
　4,200円（一般）～20,000円（医師）

単身赴任手当 •公署を異にする異動等により単身赴任となる職員
　限度額 68,000円
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ま
た
、
良
食
味
米
コ
ン
ク
ー
ル
で

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
三
上
八
千
雅

さ
ん
の
「
つ
が
る
ロ
マ
ン
」
と
佐
々

木
直
光
さ
ん
の
「
ま
っ
し
ぐ
ら
」、

新
潟
県
魚
沼
産
の
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」

を
食
べ
比
べ
る
試
食
会
や
山
崎
ト
オ

ル
ス
ー
パ
ー
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
、「
Ｔ

Ｏ
Ｂ
」
や
「
ｍ
ｉ
ｕ　
ｍ
ｉ
ｕ
」
の

ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト
、
豚
汁
の
振
る

舞
い
等
も
行
わ
れ
会
場
内
は
に
ぎ
わ

い
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

　

11
月
17
日
、
18
日
の
２
日
間
、
イ

オ
ン
モ
ー
ル
つ
が
る
柏
店
に
隣
接
す

る
旧
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

「
つ
が
ー
る
ち
ゃ
ん
農
産
物
フ
ェ

ア
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
会
式

で
福
島
市
長
は
「
地
産
地
消
を
推
進

し
な
が
ら
、
つ
が
る
市
の
農
産
物
を

首
都
圏
中
心
に
発
信
し
、
全
国
に
Ｐ

Ｒ
し
て
い
き
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

フ
ェ
ア
に
は
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
し

て
い
る
ゴ
ボ
ウ
、
ネ
ギ
、
ナ
ガ
イ
モ
、

ト
マ
ト
等
の
野
菜
や
車
力
産
小
麦
を
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た
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ば
り
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し
う
ど
ん
、
ト
マ
ト

　

平
成
19
年
度
つ
が
る
市
良
食
味
米
コ
ン
ク
ー
ル

に
は
、
つ
が
る
ロマ
ン
69
点
、
ま
っ
し
ぐ
ら
32
点
の
計

１
０
１
点
が
出
品
さ
れ
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

評
価
と
し
て
は
、
食
味
値
を
最
重
要
評
価
と
し
、

次
に
タ
ン
パ
ク
質
に
つ
い
て
評
価
し
ま
し
た
。
ま

た
、
同
点
の
場
合
に
は
品
質
（
２
等
は
選
外
）
に

つ
い
て
被
害
粒
、
胴
割
れ
米
、
肌
ず
れ
等
を
考
慮

し
て
評
価
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

結
果
に
つ
い
て
は
、
左
記
の
と
お
り
で
す
。

【つがるロマンの部】
氏　　名 評　　価

最優秀賞 三上八千雅(木造林) 食味値91、タンパク質6.0％、１等米
優 秀 賞 鎌田　真彰(木造福原) 食味値91、タンパク質6.1％、１等米
優 秀 賞 小山内　修(木造福原) 食味値90、タンパク質6.3％、１等米
優 良 賞 工藤　芳久(柏広須) 食味値90、タンパク質6.3％、１等米
優 良 賞 成田　正人(木造千代田) 食味値89、タンパク質6.2％、１等米

【まっしぐらの部】
氏　　名 評　　価

最優秀賞 佐々木直光(柏稲盛) 食味値87、タンパク質6.6％、１等米
優 秀 賞 工藤　勝幸(柏稲盛) 食味値84、タンパク質6.6％、１等米
優 秀 賞 柴谷　新一(柏上古川) 食味値83、タンパク質6.8％、１等米
優 良 賞 金沢　昭雄(柏広須) 食味値82、タンパク質6.7％、１等米
優 良 賞 原田　拓夫(木造福原) 食味値82、タンパク質7.3％、１等米

つ
が
る
市
良り

ょ
う

食し
ょ
く

味み

米ま
い

コ
ン
ク
ー
ル
審
査
結
果

　11月12日、木造菰槌常盤の県道で防雪柵に車が衝突し死亡者
が出る痛ましい事故が発生しました。つがる警察署では、交通
死亡事故を抑止するため福島市長はじめ、市交通安全協会、市
交通安全母の会、西北地域県民局鰺ヶ沢道路河川事業所等の関
係機関が一堂に会して道路の交通診断を行いました。
　つがる警察署の八戸署長から交通死亡事故の概要について説
明が行われ、事故防止対策について協議した結果、路面上に減
速マーキング表示を付け、事故防止の看板を設置するなど対策
が講じられることとなりました。
　福島市長は「高齢者の交通事故が事故発生件数の高い割合を
占めているため、交通安全教室やパトロールを強化してこれ以
上交通死亡事故を起こさせないように取り組んでいきたい」と
述べました。
　つがる市の交通死亡事故皆無は８月16日に250日を達成し記
録を更新中でしたが、今回の交通死亡事故により337日でストッ
プしました。

 
つ
が
ー
る
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　

農
産
物
フ
ェ
ア

 道路交通診断

豚汁を振る舞う食生活改善推進員の皆さん

良食味米を試食し食べ比べをする買い物客たち

死亡事故現場を診断する八戸署長(左)と福島市長(右)
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バレーボール競技

バドミントン競技

卓球競技ゲートボール競技

バスケットボール競技

●卓　　球【穂波小学校体育館】
〈団体の部〉
•小学生男子の部　　　•小学生女子の部　　　•一般の部
　優　勝　向陽Ａ　　　　優　勝　向陽Ａ　　　　優　勝　悟空Ａ
　第２位　穂波Ａ　　　　第２位　向陽Ｂ　　　　第２位　チーム小山内
　第３位　穂波Ｂ　　　　第３位　瑞穂Ａ　　　　第３位　川小卓球部
　第３位　向陽Ｂ　　　　第３位　穂波Ａ　　　　第３位　生田工務所

〈個人の部〉
•小学生男子の部　　　　　　　•小学生女子の部　　　　　　　　•一般男子の部
　優　勝　佐藤真樹（向陽小）　　優　勝　小山内優菜（向陽小）　　優　勝　生田侑平（生田工務所）
　第２位　新岡英人（向陽小）　　第２位　中川　瑞貴（向陽小）　　第２位　長尾　修（悟空クラブ）
　第３位　一戸謙太（穂波小）　　第３位　相馬　小夏（向陽小）　　第３位　渋谷大知（生田工務所）
　第３位　新岡慧太（穂波小）　　第３位　長谷川恵理（向陽小）　　第３位　葛西孝信（悟空クラブ）

•一般女子の部　　　　　　　　　　　•個人戦ダブルスの部
　優　勝　成田花音（チーム小山内）　　優　勝　生田侑平・渋谷大知（生田工務所）
　第２位　工藤香苗（ＴＳＫ）　　　　　第２位　工藤昌弘・藤本達也（悟空クラブ）
　第３位　工藤綾乃（ＴＳＡ）　　　　　第３位　菊地卓哉・斉藤雅也（川小卓球部）
　第３位　野呂　慈（川小卓球部）　　　第３位　長谷川竣・長谷川翔太（ＴＳＫ）

●バドミントン【柏総合体育センター】
•中学生女子の部　　　　　　　　　•一般男子の部（１部）　　　　　　　•一般男子の部（２部）　　•一般女子の部（１部）
　優　勝　竹鼻　笑　石岡麻理　　　　優　勝　長谷川順哉　福田慎太郎　　　優　勝　木津谷昭弘　　　　優　勝　工藤敦子      吉田純子 
　第２位　佐々木彩　長内麻紀穂　　　第２位　岩村和憲　　本間昌志　　　　　　　　高橋君弘　　　　　第２位　葛西あい      工藤恵未
　第３位　白戸遥華　白戸夏姫　　　　第３位　桑田　翔　　奈良洋平　　　　　　　　　　　　　　　　　第３位　米谷美智代　小笠原佳子
　第３位　蝦名芹香　川村雪菜　　　　第３位　小寺　宏　　北澤秀世　　　　　　　　　　　　　　　　　第３位　高橋とし子　福井弘美

●バレーボール
【瑞穂小学校体育館】

　優　勝　稲垣Ａ（稲垣町）
　第２位　稲垣Ｂ（稲垣町）
　第３位　木造Ａ（木造）
　第３位　木造Ｂ（木造）

●バスケットボール
【木造中学校体育館】

　優　勝　木造Ｂ（木造）
　第２位　福島組（木造）
　第３位　The Rokets（車力町）
　第３位　SARU（木造）

●ゲートボール
【柏体育センター多目的運動場】

　優　勝　稲垣Ａ（稲垣町）
　第２位　三ツ館（木造）
　第３位　下町Ｂ（木造）
　第３位　稲垣Ｂ（稲垣町）

　

12
月
２
日
、
平
成
19
年
度
市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

が
開
催
さ
れ
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
卓
球
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の

競
技
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
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お仕事がんばって　　　　　　－木造西幼稚園－
　11月６日、木造西幼稚園児40人が「勤労感謝の日」を前に市
役所を訪れ、福島市長や職員に感謝の言葉を述べました。園児
たちは「毎日のお仕事ご苦労様です。私たちのためにがんばっ
てください」と大きな声であいさつ。福島市長へ鉢花やお菓子、
手作りカレンダーや歌を贈りました。
　福島市長は「皆さんからパワーをもらいました。風邪をひか
ないようにね」とお礼を述べ、プレゼントを園児たちに渡しま
した。

秋野菜や特産品を販売　　　　－木造夕市の会－
　11月15日、木造夕市の会が木造中央公民館で会員たちが育て
た秋野菜や手作り加工品の販売を行いました。
　待ち兼ねていた市民は並べられた野菜やもち類、漬け物や山
菜等を買い求め、会員たちは大忙しで対応していました。
　今年の販売は、27日の木造中央公民館で行われる年末セール
で終了です。

１日技能教室　　－県立弘前高等技術専門校つがる校－
　11月16日、県立弘前高等技術専門校つがる校で「１日技能教
室」が開催され市民40人が参加しました。
　配管科では塩ビパイプ製の子供用椅子、溶接科では鉄製の焼
肉用鉄板の製作が行われ、つがる校の生徒が指導教官となりな
がら、製作していました。
　完成した作品を手にした参加者は、手作りで製作する喜びを
味わい貴重な体験をしていました。

雪印牛乳がＶ６　　　　 －朝野球大会の閉会式－
　11月16日、「松の館」で第43回木造支部朝野球選手権大会の
閉会式が行われシーズンの健闘を称え合いました。
　今シーズンは、メジャーリーグ11チーム、マイナーリーグ６
チームが参加し、メジャーリーグは「雪印牛乳」が６年連続の
優勝、マイナーリーグは「ひこいち亭」が優勝しました。
　また、ＭＶＰには、野宮健司（雪印牛乳）選手が選ばれ、来
シーズンの健闘を誓い合い懇親を深めながら熱戦を振り返って
いました。

コミュニティ自治を学ぶ　　　－自治会連合会－
　11月19日、「松の館」で市内自治会の代表者44人が参加して
つがる市自治会連合会研修会が行われました。
　長谷川良幸会長は「住民の自治能力を高め、安全で安心でき
る町内会の運営に努めましょう」とあいさつし、引き続き「コ
ミュニティ自治とは何ですか」というテーマで講演が行われ、
地域住民が自分たちの手で地域を良くするための取り組み方法
や助成事業等について学んでいました。



広報つがる 2007.12.15❼

認知症の寸劇を披露　－木造老人福祉センターまつり－
　11月22日、木造老人福祉センターまつりが行われ多くの市民
が訪れました。展示コーナーには、生け花や陶芸、機能訓練作
品や書道が展示され、「ひまわりの会」や「あいうえおの会」
の会員たちによる手作りのマスコット人形やカードケース等が
販売されていました。
　また、介護課職員による健康劇は「認知症の祖母を抱える家
族」をテーマに寸劇が披露され、観衆は真剣なまなざしで見入っ
ていました。昼には、牛蒡めんとおにぎりが振る舞われ市民は
美味しくいただきながら、楽しい１日を過ごしていました。

身体障害を克服し表彰　 －身体障害者福祉連合会－
　11月22日、柏農村環境改善センターで154人が参加し、第43
回西北つがる地区身体障害者社会参加促進大会並びに家族の集
いが行われました。式典では、身体障害を克服し社会福祉の活
動に貢献した11人が表彰された後、会員や家族による歌や踊り
の披露が行われました。久々に顔を合わせる会員たちは、交流
を深めながら自立更生意欲を確かめ合い、社会参加の意識を高
めていました。

20周年記念チャリティー発表会　 －縄文荒
アラバキ

吐会－
　11月24日、「松の館」で創作太鼓グループの縄文荒吐会20周
年記念チャリティー発表会が行われ、約600人の観客が訪れま
した。オープニングは力強い太鼓で幕を開け、「つがるの四季
を舞う」と題して映像を映しながら舞踊やねぶた囃子、三味線
等で幻想的な四季を表現し、後半は、詩の朗読と遮光器土偶を
イメージした面や衣装を身にまとった会員による太鼓演奏との
共演で盛り上がりをみせていました。

プロから基本を学ぶ　－西北五ジュニアボウリング教室－
　11月25日、市体育協会が主催した西北五ジュニアボウリング
教室がイズミボウリングセンターで行われ、西北五地域の小学
４年生から中学３年生までの80人が参加しました。
　子どもたちは、競技のマナーや球の持ち方、握り方など基本
的な技術をプロボウラー４人から教わりながら練習し、後半は
成果を確かめるためハンディキャップをつけた大会も行われ、
将来のプロボウラーを目指して楽しんでいました。

クリスマスロビーコンサート　　－成人病センター－
　12月４日、成人病センターで恒例のクリスマスロビーコン
サートが行われました。今回で７回目となるロビーコンサート
は病院職員たちがサンタクロースの衣装で登場し、バンド演奏
に合わせてジングルベルの歌や手踊り等が披露されました。
　入通院する患者たちは心弾むひとときを過ごし、ひと足早い
クリスマスを楽しんでいました。
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化粧直しされた
チェスボロー号遭難記念碑
　11月８日、米軍車力通信所関係者４人がチェ
スボロー号記念公園内にある遭難記念碑にペン
キ塗りのボランティア活動を行いました。
　この記念碑は、明治22年（1889）10月30日の
早朝に車力沖合で米国帆船「チェスボロー号」
が座礁して、乗組員23人中４人が当時の牛潟漁
民によって救助され、海難事故を青森県庁に知
らせるため村民２人が64㌖の距離を走って知ら
せたという史実を継承していくために、1990年
に木製の記念碑が建てられました。
　ペンキ塗りに訪れたハンター大尉は「国籍に
関係なく救助してくれた事に感謝しています。
ボランティア活動を通じて恩返しをしていきたいです」と話していました。作業は１時間ぐらいで終了し、風雪に
さらされていた記念碑は見事に生まれ変り、国境を越えた勇気と愛の絆が深まりました。

第３回つがる市体育協会長杯争奪
ボウリング大会
　11月10日、イズミボウリングセンターで市民54人が参加して第
３回つがる市体育協会長杯争奪ボウリング大会が行われました。
　この大会は、３ゲームのトータルで行われますが男女別にハン
ディキャップが与えられたり、順位に関係なく豪華景品がもらえ
るとあって市民には人気の大会となっています。
　今回はハイスコア236を含むトータル697の成績で山谷秋江さん
が優勝しました。

【結　果】
　　１位　６９７　山　谷　秋　江（木　　造）
　　２位　６６８　松　橋　清　治（　 柏　 ）
　　３位　６６７　佐　藤　尚　男（下牛潟町）

育成小学校で収穫感謝祭
　11月11日、育成小学校で全校児童による収穫
感謝祭が行われました。学校田で収穫されたも
ち米を使ってのもちつき会には、保護者や地域
の人たちが集まり、先生や保護者に手伝っても
らいながら、児童たちは重いきねでもちをつい
ていました。ついたもちは、雑煮にしてみんな
でいただき、午後には児童たちが工夫をこらし
た模擬店が開催され交流を深めて楽しい１日を
過ごしていました。

記念碑にペンキ塗りをする米軍関係者の皆さん

◀優勝した山谷さん

“きね”と“うす”を使ってもちつきをする児童▶
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長寿大学閉講式　138人が修了
　11月21日、「松の館」で19年度つがる市長寿大学閉
講式が行われました。
　閉講式には138人の学生が出席し、各地区の代表者
に修了証書が授与され、学長代理の半田教育次長が「自
ら学ぶ事に喜びを感じ、学習したことを地域に貢献し
て役立ててください」とあいさつしました。
　また、山谷久八郎運営委員長は「今年度の学習も無
事に終わることができ学生の皆さんに感謝します。来
年度も健康に気をつけて自ら学びたい事を企画して積
極的に学習して行きましょう」と学生を代表して述べ
ていました。閉講式終了後は、学生たちによるアトラ
クションが行われカラオケやダンスをして楽しんでい
ました。

19年産アイガモ米を初出荷
　11月23日、木造町農協のカントリーエレベーター前
において19年産のアイガモ米の初出荷セレモニーが行
われました。アイガモ米は木造町農協の「おいしいご
飯をつくる会」（浜山敏彦会長）の会員７人で栽培され、
環境にやさしく無化学肥料、無農薬農法で安全でおい

しいお米と評判が良く、消費者
からは高い評価を得ています。
　佐々木廣規組合長は「つがる
市のブランド米として初出荷で
きたことを心から喜び、全国の
消費者にＰＲして行きたい」と
あいさつ。関係者によるテープカッ
トが行われた後、収穫後40日間自然乾燥されたアイガモ米が農協職員によってトラックに積
み込まれ、出席者全員で見送りました。
　今回初出荷されたアイガモ米は、つがるロマン５㌔入り60ケースで関東方面へ出荷されま
した。

不法投棄から地域を守る
　11月26日、菰槌地区の住民55人が木造菰槌三好野の山林に
不法投棄されているごみを撤去しました。住民は重機や人
海戦術で空き缶や農業用ビニール、雑誌、ストーブ等を分別
してトラックに積み込んでいました。この日撤去したごみは、
産業廃棄物が約11トン、一般廃棄物が約１トン撤去され、住
民は「二度と不法投棄させないようパトロールをしながら監
視を強化していく」と話していました。

除雪用のドーザ、グレーダを購入 　市では今年度、除雪用重機を３台購入しました。
　今冬から市道の除雪に一役買ってくれそうです。

修了証書を受け取る学生

初出荷を祝いテープカットをする関係者

つ
が
る
ロ
マ
ン
５
㌔
入
り

◀不法投棄されたごみを撤去する菰槌地区の住民

11ｔ級のドーザ（車力地区） 13ｔ級のドーザ（稲垣地区） ４ｍ級のグレーダ（柏地区）
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●
１
月
の
献
血

日
時
・
場
所

２
日
（
水
）

　

午
前
10
時
〜
11
時
45
分
、
午
後
１
時
〜
４
時

　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
つ
が
る
柏
店　

東
正
面
入
口

９
日
（
水
）

　

午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時

　

市
役
所
保
健
セ
ン
タ
ー
前

●
第
５
回
健
康
づ
く
り
講
座

日　

時　

12
月
26
日
（
水
）

場　

所　

生
涯
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー「
松
の
館
」

•
午
後
１
時
20
分
〜
１
時
50
分

　
　

呼
気
中
一
酸
化
炭
素
濃
度
測
定

•
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

　
　

講 

演
テ
ー
マ
「
本
当
に
タ
バ
コ
は
や
め
ら

れ
る
の
か
〜
禁
煙
外
来
よ
り
〜
」

講　

師　

ナ
ル
ミ
医
院　

院
長 

鳴
海　

晃 

氏

※ 　

禁
煙
に
成
功
し
た
市
民
の
「
私
は
コ
レ
で

タ
バ
コ
を
や
め
ま
し
た
」
体
験
集
を
プ
レ
ゼ
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ト
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対 　

象　

禁
煙
に
関
心
の
あ
る
愛
煙
家
、
家
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の
健
康
に
関
心
の
あ
る
方
等
ど
な
た
で
も
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で
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す
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問
い
合
わ
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先　

　
　

市
役
所　

健
康
推
進
課

電
話　
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２
０
４
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●
つ
が
る
市
ス
ポ
ー
ツ
賞

　
　
　
　
　
　
　
　

候
補
者
募
集

　

19
年
度
つ
が
る
市
ス
ポ
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ツ
賞
候
補
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を
募

集
し
ま
す
。
該
当
さ
れ
る
と
思
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れ
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自

薦
、
他
薦
を
問
わ
ず
お
申
込
み
く
だ
さ
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ツ
賞
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○
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• 
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金
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年
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年
度
は
、
建
設
工
事
の
入
札
参
加
資
格
申

請
の
受
付
年
度
で
す
。
工
事
の
入
札
に
参
加
希

望
者
は
期
間
内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
及

び
物
品
・
役
務
等
に
つ
い
て
は
、
有
効
期
限
を

１
年
間
延
長
す
る
た
め
申
請
書
を
提
出
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
未
提
出
業
者
に
限
り
随

時
受
付
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

受
付
期
間
は
、
県
内
に
主
た
る
営
業
所
を
有

す
る
方
は
１
月
中
、
県
外
に
主
た
る
営
業
所
を

有
す
る
方
は
２
月
中
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

申
請
書
類
詳
細
に
つ
い
は
「
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

提
出
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

　
　

市
役
所　

管
財
課　

契
約
用
度
係

電
話　

42
•
２
３
９
４　

　

労
働
相
談
と
個
別
労
使
紛
争

　
　
　
　
　
　
　

あ
っ
せ
ん
制
度

　

解
雇
を
突
然
言
い
渡
さ
れ
た
、
賃
金
の
額
等

労
働
条
件
を
一
方
的
に
変
更
さ
れ
た
な
ど
の
ト

ラ
ブ
ル
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

こ
の
よ
う
な
個
々
の
労
働
者
と
事
業
主
と
の

間
に
生
じ
た
紛
争
で
当
事
者
間
で
の
解
決
が
困

難
な
場
合
に
、
労
働
相
談
員
が
丁
寧
に
相
談
に

応
じ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

さ
ら
に
、
労
働
者
又
は
事
業
主
か
ら
の
申
請

に
よ
り
、
県
労
働
委
員
会
の
「
あ
っ
せ
ん
員
」

が
当
事
者
か
ら
の
お
話
を
伺
い
、
意
見
の
調
整

や
助
言
を
行
う
な
ど
し
て
迅
速
な
解
決
の
援
助

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
相
談
及
び
あ
っ
せ
ん
は
無
料
・
秘
密

厳
守
で
す
か
ら
安
心
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
先

　
　

労
働
相
談 

青
森
県
労
政･

能
力
開
発
課

電
話
０
１
７
•
７
７
３
•
１
７
７
７　

　

個
別
労
使
紛
争
あ
っ
せ
ん

　
　

青
森
県
労
働
委
員
会
事
務
局
審
査
調
整
課

電
話
０
１
７
•
７
３
４
•
９
８
３
２　
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西
北
中
央
病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

西
北
中
央
病
院
で
は
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
て

き
た
土
曜
日
の
外
来
診
療
を
平
成
20
年
１
月
５

日
（
土
）
か
ら
休
診
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

大
変
ご
不
便
を
お
掛
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
急
患
の
場
合
は
救
急
外
来
で
24
時
間

受
診
で
き
る
体
制
を
と
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

そ
ち
ら
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
先

　
　

西
北
中
央
病
院　

管
理
課

電
話　

35
•
３
１
１
１　

●
源
泉
徴
収
票
が
送
付
さ
れ
ま
す

　

国
民
年
金
・
厚
生
年
金
・
共
済
組
合
な
ど
の

老
齢
年
金
や
退
職
年
金
は
、
所
得
税
法
で
「
雑

所
得
」
と
さ
れ
、
所
得
税
の
課
税
対
象
と
な
り

ま
す
。
こ
の
う
ち
国
民
年
金
、
厚
生
年
金
に
関

す
る
源
泉
徴
収
票
は
１
月
末
頃
ま
で
に
社
会
保

険
庁
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
（
障
害
年
金
や
遺
族

年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
へ
は
非
課
税
の
た

め
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
）。

　

複
数
の
年
金
を
受
け
て
い
た
り
年
金
以
外
の

所
得
の
あ
る
方
は
、
確
定
申
告
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
そ
れ
以
外
に
も
医
療
費
等
の
控
除
を
受

け
る
方
は
、
こ
の
源
泉
徴
収
票
を
税
務
署
へ
提

出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
源
泉
徴
収
票
の
再
発
行
に
関
し
て
は

『
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル 

電
話
０
５
７
０
•
05

•
１
１
６
５
』
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
年
金
相
談
予
約
制
に
つ
い
て

　

県
内
の
各
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
年
金
相

談
の
際
の
待
ち
時
間
解
消
な
ど
サ
ー
ビ
ス
向
上

の
た
め
、
予
約
制
に
よ
る
年
金
相
談
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

　

12
月
か
ら
年
金
記
録
の
確
認
の
た
め｢

ね
ん

き
ん
特
別
便｣

が
順
次
送
付
さ
れ
る
た
め
、
各

社
会
保
険
事
務
所
の
年
金
相
談
窓
口
は
今
後
一

層
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
予
約
制
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

予
約
の
申
込
み
方
法
等

• 

年
金
相
談
の
ご
予
約
は
、
１
カ
月
前
か
ら
各

社
会
保
険
事
務
所
に
て
電
話
で
お
受
け
い
た

し
ま
す
。

　
 ｢

ご
希
望
の
日
時｣

｢

基
礎
年
金
番
号｣

｢

氏

名｣
｢

住
所｣

｢

電
話
番
号｣
｢

相
談
内
容｣

を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

• 
予
約
制
の
相
談
窓
口
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
他
の
お
客
様
と
重
複
す
る
と
き
は
、

日
時
に
つ
い
て
ご
相
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

• 

当
日
は
予
約
時
間
ま
で
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

都
合
に
よ
り
来
所
で
き
な
い
場
合
は
事
前
に

ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
前
の
方
の
相
談

が
予
定
時
間
よ
り
長
引
い
た
場
合
は
、
お
待

た
せ
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

• 

お
越
し
の
際
は
、
年
金
手
帳
、
年
金
証
書
、

振
込
通
知
書
な
ど
、
ご
本
人
で
あ
る
こ
と
を

確
認
で
き
る
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

 

代
理
の
方
の
場
合
は｢

委
任
状
」
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

予
約
受
付
及
び
相
談
実
施
日
時

　

•
月
曜
日
（
休
日
の
場
合
は
火
曜
日
）

　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

　

•
火
曜
日
〜
金
曜
日

　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　

•
毎
月
第
２
土
曜
日

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

　

問
い
合
わ
せ
先

　
　

市
役
所 

市
民
課 

電
話
42
•
１
１
０
８

　

予
約
申
込
電
話
番
号

　
　

弘
前
社
会
保
険
事
務
所

電
話
０
１
７
２
•
27
•
１
３
３
８　

　
　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

※
申
し
込
み
不
要
、
当
日
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

場　

所　

木
造
中
央
公
民
館　

講
堂

　

税
務
相
談
の
体
制
が
変
わ
り
ま
し
た

　

平
成
19
年
11
月
１
日
以
降
、
税
務
署
に
お
掛

け
い
た
だ
い
た
電
話
は
、
自
動
音
声
応
答
（
音

声
ガ
イ
ダ
ン
ス
）
に
よ
り
お
受
け
し
て
お
り
ま
す
。

　

ア
ナ
ウ
ン
ス
に
し
た
が
い
、
ご
用
件
に
応
じ
た

番
号
を
選
択
し
て
い
た
だ
き
「
電
話
相
談
セ
ン

タ
ー
」
又
は
「
税
務
署
」
へ
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

　

「
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
国
税
に
関

す
る
一
般
的
な
ご
質
問
や
ご
相
談
に
つ
い
て
、

専
門
ス
タ
ッ
フ
で
あ
る
仙
台
国
税
局
税
務
相
談

室
職
員
が
電
話
で
お
答
え
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
面
接
に
よ
る
相
談
を
希
望
の
方
は
予

め
五
所
川
原
税
務
署
の
担
当
部
門
に
相
談
の
日

時
を
予
約
し
て
い
た
だ
き
、
関
係
書
類
を
ご
持

参
の
上
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
（
税
金
の
納
付
相

談
や
確
定
申
告
書
の
作
成
会
場
に
お
越
し
の
際

は
、
事
前
予
約
は
い
り
ま
せ
ん
）。

　

問
い
合
わ
せ
先

　
　

五
所
川
原
税
務
署
（
五
所
川
原
合
同
庁
舎
）

電
話　

34
•
３
１
３
６　

　

初
心
者
の
た
め
の
登
山
囃
子
講
習
会

　

登
山
囃
子
（
笛
・
太
鼓
・
カ
ネ
）
を
習
い
た

い
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

日　

時　

１
月
13
日
、
20
日
（
日
）

　
　
　
　

２
月
10
日
、
24
日
（
日
）

　
　
　
　

３
月
２
日
、
16
日
（
日
）

　

問
い
合
わ
せ
先

　
　

登
山
囃
子
保
存
会　

花
田　

了

電
話　

42
•
２
２
３
９　

携
帯
０
９
０
•
４
３
１
２
•
４
２
５
２　

⑩
（全10回）

お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
つ
が
る
12
．
１
№
68
お
知
ら
せ
号　

６

ペ
ー
ジ　

平
成
20
年
度
保
育
所
児
童
募
集
の
記

事
で
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

正
し
く
は
、
※
平
成
20
年
３
月
31
日
で
丸
山

保
育
所
・
車
力
保
育
所
を
廃
止
と
し
、
平
成
20

年
４
月
１
日
か
ら
川
除
保
育
所
を
民
営
化
す
る

予
定
で
す
。
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平成19年分から  農業所得は収支計算によって行われます平成19年分から  農業所得は収支計算によって行われます
　平成19年収入分（平成20年春申告分）から、農業所得簡易計算（農業所得標準）が廃
止されました。
　所得の申告は、実際の収入金額から必要経費を差し引いて所得金額を計算する「収支計算」が原則です。
　これまで、小規模（作付面積２㌶未満）の米作農家の方々については「農業所得簡易計算」を適用して申告する
ことが可能でしたが、平成18年分を最後に簡易計算が廃止され、平成19年収入分の確定申告及び住民税申告から水
稲の作付面積に関係なく、収支計算により農業所得を計算することになります。
　農業所得簡易計算の廃止に伴い、農産物の家事消費等の目安となる金額についても平成19年から廃止されます。

作付面積 平成18年分の申告 平成19年分の申告
２㌶
未満

農業所得簡易計算
農業収入×所得率＝農業所得

収支計算
農業収入－必要経費＝農業所得

　収支計算をするためには、農業収入がわかるものと必要経費がわかるものが必要になります。
　主なものは下記のとおりです。

収入金額の
わかるもの

出荷伝票、納品書（控）、領収書（控）、預貯金通帳、補助金等雑収入の金額の分
かる書類等

必要経費の
わかるもの

農業用資材（農薬や肥料等）、水利費・工事費、固定資産税の課税明細書、預貯金通帳、
その他に米を作るためにかかった経費の領収書等

申告には、必ず収支内訳書を作成して来てください
　収支計算に便利な「収支計算の手引き」、「収支計算記録張」及び「収支内訳書」等は、市のホームページ（http://
www.city.tsugaru.aomori.jp/hokenzei/tax/000.html）からダウンロードできますのでご活用ください。また、市役
所税務課及び各支所に「収支計算記録帳」を置いていますのでご利用ください。なお、申告に関するご不明な点や
ご質問がありましたら、お気軽に問い合わせください。

【問い合わせ先】　市役所　税務課　電話４２－２１１１（内線 212・214・216）

１．70～74歳の方の窓口負担について
平成20年４月から平成21年３月までの１年間医療機関での窓口負担が１割に据え置
かれます。
（注１） 既に３割負担を頂いている方、後期高齢者医療制度の対象となる一定の障

害認定を受けた方は除きます。
（注２） 昨年の制度改正では、70～74歳の方の窓口負担については、平成20年４月

から２割負担に見直されることとされていたものを据え置くものです。

２．後期高齢者医療制度における75歳以上の被扶養者の保険料について
平成20年４月から９月までの６ヶ月間は無料となり、平成20年10月から平成21年３
月までの６ヶ月間は、被保険者均等割が９割軽減された額となります。
（対象者）
　 　75歳以上の方（注１）で、後期高齢者医療の被保険者になる日の前日（平成20
年３月31日又は75歳の誕生日の前日）において被用者保険（注２）の被扶養者と
なっている方
（注１）65～74歳で一定の障害認定を受けた方を含みます。
（注２） 政府管掌健康保険や、企業の健康保険、公務員の共済組合等、いわゆる「サ

ラリーマン」の健康保険であり、国民健康保険は該当しません。
（注３） 昨年の制度改正では、被用者保険の被扶養者の方については、後期高齢者

医療制度の被保険者となった日の属する月から２年間、被保険者均等割を
５割軽減することとされていますが、今回の措置はそれに加えて行うもの
です。　

【問い合わせ先】　市役所　国民健康保険課　　電話　４２－２１６１

被
保
険
者
の
皆
様
へ

高
齢
者
医
療
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て

　

国
で
は
、
70
歳
〜
74
歳
の
方
が
医
療
機
関
で
治
療
を
受
け
た
と
き
に
お
支
払
い
い
た
だ

く
窓
口
負
担
と
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
お
け
る
75
歳
以
上
の
被
扶
養
者
の
保
険
料
に
つ

い
て
、左
記
の
と
お
り
実
施
す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。今
後
正
式
に
内
容
が
固
ま
っ

た
段
階
で
改
め
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
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〜
専
業
主
婦
に
向
け
て
〜

 

別
な
人
生
の
選
択
の
可
能
性

　

専
業
主
婦
の
皆
さ
ん
は
、
育
児
や
家
事
な
ど

に
専
念
し
家
庭
を
守
っ
て
い
く
と
い
う
人
生
の

選
択
を
し
た
わ
け
で
す
が
、
ど
の
よ
う
に
人
生

を
選
ぶ
か
は
、
あ
く
ま
で
も
本
人
の
問
題
で
す
。

専
業
主
婦
の
選
択
も
ま
た
立
派
な
選
択
肢
で
あ

り
、
尊
重
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。

　

さ
て
、
男
女
共
同
参
画
社
会
は
、
男
女
の
い

ず
れ
も
が
個
性
と
能
力
を
生
か
す
こ
と
の
で
き

る
社
会
で
す
。
男
女
を
比
べ
た
場
合
に
、
人
生

の
選
択
の
可
能
性
に
つ
い
て
差
異
が
あ
る
こ
と

が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
皆
さ
ん
が
専
業
主
婦
を
選
択
し

た
際
に
、
固
定
的
役
割
分
担
意
識
、
あ
る
い
は

そ
の
時
の
社
会
環
境
に
よ
り
、
自
分
の
能
力
を

発
揮
し
よ
う
と
す
る
意
識
が
打
ち
消
さ
れ
、
そ

う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
な
ら
、
男
女
共
同

参
画
社
会
で
は
、
誠
に
残
念
と
い
う
こ
と
に
な

る
で
し
ょ
う
。

 

意
識
改
革
と
両
立
支
援
が
必
要

　

専
業
主
婦
の
皆
さ
ん
、
子
育
て
等
で
悩
ん
で

い
ま
せ
ん
か
。
子
育
て
は
、
喜
び
も
大
き
い
一

方
、
大
変
な
労
力
を
必
要
と
し
ま
す
。

　

近
年
、
核
家
族
化
が
進
ん
で
人
間
関
係
が
希

薄
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
孤
立
化
す
る
こ
と
に

よ
り
子
育
て
の
悩
み
を
解
消
で
き
な
い
で
、
ス

ト
レ
ス
を
抱
え
込
ん
で
い
る
主
婦
が
多
く
な
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。
そ
の
た
め
、
夫
の
協
力
を

必
要
と
し
ま
す
が
、
そ
れ
に
は
大
き
な
障
害
が

あ
り
ま
す
。

　

一
つ
は
、
性
別
に
よ
る
固
定
的
役
割
分
担
意

識
を
持
つ
夫
が
多
い
こ
と
と
、
さ
ら
に
は
、
夫

の
意
識
が
仕
事
と
家
庭
を
両
方
重
視
し
た
い
と

い
う
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
現
実
的
に
家
庭
を
後

回
し
に
せ
ざ
る
を
え
な
い
社
会
環
境
が
ま
だ
あ

る
こ
と
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
夫
が
性
別
に
よ
る

固
定
的
役
割
分
担
意
識
を
変
え
る
こ
と
は
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
夫
婦
と
も
に
仕
事
を
し
て
も
、

夫
婦
が
協
力
し
て
育
児
や
家
事
が
で
き
る
よ
う

な
支
援
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
社
会
環
境
づ
く

り
が
と
て
も
大
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。

 

再
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

　

子
育
て
や
介
護
が
一
段
落
し
た
後
、
も
う
一

度
働
き
た
い
と
思
う
女
性
の
割
合
は
、
平
成
18

年
に
市
の
意
識
調
査
で
約
25
％
と
な
っ
て
お
り
、

今
後
ま
す
ま
す
高
く
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
現
時
点
で
は
、
再
就
職
は
非
常
に

狭
き
門
に
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
人
口
が
減

少
し
労
働
力
が
不
足
し
て
い
る
中
で
、
女
性
の

採
用
を
控
え
る
よ
う
な
会
社
は
生
き
残
れ
な
く

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
そ

れ
を
見
越
し
て
、
結
婚
や
出
産
で
会
社
を
辞
め

た
女
性
を
再
雇
用
し
て
い
る
会
社
が
全
国
で
も

少
し
ず
つ
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
分
で
会
社
を
起
こ
そ
う
と
す
る
女

性
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
活
躍
す
る
女
性
も
増
え
て
き
て

い
ま
す
。
自
分
で
培
っ
た
経
験
や
能
力
を
発
揮

し
、
再
び
社
会
に
出
て
輝
い
て
く
だ
さ
い
。

 

ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
に

　

地
域
で
困
っ
て
い
る
問
題
や
地
域
で
必
要
と

さ
れ
て
い
こ
と
を
、
地
域
住
民
が
創
意
工
夫
し

て
問
題
を
克
服
し
て
い
く
ま
ち
づ
く
り
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
男
性
だ
け
の
、
老
人
だ
け
の

発
想
で
は
ま
ち
づ
く
り
も
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
。

　

専
業
主
婦
は
、｢

育
児｣

、｢

家
事｣

、｢

家
計

の
や
り
く
り｣

、｢

介
護｣

な
ど
に
お
け
る
生
活

者
の
確
か
な
視
点
を
持
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ま

ち
づ
く
り
の
担
い
手
と
し
て
十
分
な
要
件
を

持
っ
て
い
ま
す
。
女
性
が
輝
き
、
女
性
が
元
気

に
な
れ
ば
ま
ち
が
変
わ
り
、
ま
ち
も
人
も
元
気

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

国際社会とは？
　こんな場面を想像してみてください。
　『あなたは仕事のために外国へ引っ越すことになり、外国の職場で日本人の相手と結婚します。やがて子供が生まれ、家庭では日
本語で会話しますが、子供が学校へ行く年齢になると問題が出てきました。働いている国には日本語の学校は無く、子供はその国の
言葉が分かりません』あなたならどうしますか？
　さて、ある新聞によると日本に住んでいる約２万人の外国籍の生徒とその家族はこのような問題を抱えています。外国籍の生徒の
人数は昨年から8.3％増え、学校に行っても授業を理解できないため、クラスメートと仲良くなれず犯罪等を起こす事例も増えてきて
います。
　アメリカではこのような問題について何年も前から議論されており、世界中の国々から来た人が一国に住み、教育や文化が混ざる
とどこの国でも問題になっています。しかし日本では、多文化の問題に慣れていないのか移民が多い国から見ると、単一民族のよう
です。日本国内で日本語が分からない外国籍生徒の人数は、国内全体の18歳以下の生徒のうち、0.1％しかいません。
　現在の日本は、世界の中でも経済が裕福な国と言われているため、在住外国人が増え、単一民族とは言えなくなってきていると思
います。仕事のために日本に移住した外国人は母国が懐かしくてもすぐに帰国するとは限りません。そのため、文部科学省がバイリ
ンガルな教師を雇用する対策に乗り出したことは、非常に良いことだと思います。この国を外国人の住みやすい国にすれば、いい将
来へ進むのではないでしょうか。
※バイリンガル（２言語を併用できる人）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国際交流員　ベルテ・デーナ　

｢５つのや」の男女共同参画社会
やわらかい社会
　（ 柔軟な発想、多様な個性を柔軟に受け入

れる）

やりたいことができる社会
　（ 男女がともに個性、能力を発揮できる）
　（様々な生き方、働き方ができる）

やり直しのきく社会
　（ 再チャレンジ、様々な生き甲斐の発見が

できる）

やすらぎのある社会
　（ワーク・ライフ・バランス）

やさしく楽しい社会
　（男女が分かり合い、優しくなれる。）
　（男女一緒に楽しくやれる）

青
森
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○
平
成
19
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最
優
秀
作
品

•
進
み
ま
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男ひ
と

と
女ひ

と

と
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バ
リ
ア
フ
リ
ー

○
平
成
19
年
度
優
秀
作
品

•
認
め
合
い 

男
と
女 

生
き
る
時と

き代

•
ど
れ
に
し
よ
う 

色
と
り
ど
り
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ラ
ン
ド
セ
ル

※ 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
川
柳
と
は
、
社
会
に
根
強
く
残
る
性

別
役
割
分
担
意
識
や
そ
れ
に
基
づ
く
慣
習
等
を
鋭

く
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
表
現
し
た
川
柳
で
す
。
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●路面状況に応じたスピードの抑制等スリップ事故に気をつけましょう。
●シートベルトとチャイルドシートを着用しましょう。
●高齢者を交通事故から守り、夕暮れ時は早めの点灯を励行し、反射材を
　活用しましょう。
●飲酒運転は絶対やめましょう。
●市民一人ひとりが交通ルールとマナーを守り、多発する交通事故を防止
　しましょう。

雪道の運転は気をつけましょう

　つがる市農業委員会では、農家の皆様に１２月下旬、【農業委員会委員選挙人名簿登載申請書】を郵送する予定です。
　この申請書に基づいて、つがる市農業委員会委員選挙人名簿が作られます。
　この申請書により作成された選挙人名簿に載っていないと投票もリコールの請求も出来なくなります。
　郵送された申請書には、あらかじめ農地基本台帳に登載されている耕作面積・満２０歳以上の方の氏名・生年月
日等が記載されていますので確認及び訂正の上、平成２０年１月１０日㈭までに、つがる市農業委員会（柏支所内）
または、市役所２階総務課、各支所の総務財政課へ提出してください。
　また、下記要件を満たす世帯で申請書が届いていない方は、農業委員会に申請書を備え付けておりますので、お
手数でもお申し出くださるようお願いいたします。

　選挙権の要件
　１　つがる市に住所を有する者であること。
　２　年令が、満２０才以上の者（昭和６３年４月１日以前に生まれた者）であること。
　３　１０アール以上耕作の業務を営む者及びその配偶者または、同居の親族であり、年間おおむね６０日以上耕
作に従事していると農業委員会が認めた者であること。

【問い合わせ先】　つがる市農業委員会事務局　２５－３８２０　

つがる市農業委員会委員選挙人名簿登載申請書について
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